
 

 

 

 

 

 

６月８日（水）皿倉小学校２年生の生活科の授業で「まちたんけん」をしました。経路（訪問地で

はありません）は、皿倉小➡吉川工業➡八幡駅➡市立病院➡八幡図書館➡尾倉幼稚園➡尾倉中

です。「まちたんけん」の活動は、生活科の単元２「どきどき わくわく まちたんけん」の中の小単

元です。 

この単元では、身近な地域のいろいろな人や施設と関わる中で、それらと自分たちの生活との

かかわりに気付き、もっと知りたいという関心や親しみをもつとともに、人々と適切に接したり、安全

に生活したりできることをねらいとしています。 

この単元の指導にあたっては、子どもたちが自分のお気に入りの場所や人を知らせ合い、自分

や友達のおすすめの場所に行ってみたいという思いや願いを大切にしながらまち探検につないで

いきます。探検では、児童が地域の自然や場所や人々すべてを一体的に取り扱い、繰り返し関わる

ことで、地域にした親しみや愛着をもつことができるように支援することが大切です。また、地域の

実態や安全について十分考慮し、学校としての体制を作って活動しています（この日は担任の先生

方、校長先生で引率しました）。 

この日は天気も良く、皿倉小学校の元気な２年生約９０名が尾倉中学校に来てくれました。２年

生はピロティでまとめの活動をしました。尾倉中学校の感想には「中まで入れてよかったです」な

どと書かれていました。皿倉小学校の２年生は元気な挨拶ができます。また、「涼しい！」「学校がき

れい」など話しかけてくれました。驚いたのは、帰る時に「ありがとうございました」「さようなら」の

挨拶がしっかり言えたことはもちろん、「尾倉中に入学します」といった言葉もありました！すごい！ 

小中一貫・連携教育の取組の一つに、カリキュラムの連携というものがあります。行事を一緒に

行うことも大切ですが、授業の中でお互いに関わることで、小中の良さを見出し、本当の意味での

連携につながると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皿倉小学校の２年生の挨拶の素晴らしさは、左に書いた通りです。２年生だけではありません。

皿倉小学校を訪問すると、あちこちの教室から「おはようございます！」「こんにちは！」の声が聞こ

えてきます。尾倉中学校の生徒も同じです。「おはようございます！」「こんにちは！」の挨拶はもちろ

ん、「お願いします！」「ありがとうございます！」がきちんと言える誇らしい生徒ばかりです。 

そんな尾倉中の生徒の挨拶の素晴らしさを表すうれしい出来事がありました。地域の方から、お

手紙が届いたのです。今日はここに紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あいさつ」は、人と人との出会いの始まりです。「あいさつ」を通じて、近所の方と顔見知りにな

り親しくなれば、おのずと人を思う心が生まれ、気付いたり、それとなく見守ったり、支え合う関係に

なります。それゆえ、人と人との間柄を大切にする「あいさつ」は、支え合う地域コミュニティを築く

ひとつのきっかけであり、始まりであると考えます。もちろん、気付き、支え合う関係は、教育や福祉

の面だけでなく、防犯、防災、交通事故防止等すべての活動にも及んでいます。これからも地域と

尾倉中、皿倉小が協力し合って、「あいさつが行き交う校区」、そうした風土づくりを目指していきた

いと思います。 

「あいさつ」が大地震でさえも壊せない「心のつながり」をつくり、地域の温かいまなざし（Eye・

愛）で支えられ、健やかに成長する子どもたちの礎となることを願っています。 

皿倉小学校２年生！ようこそ尾倉中学校へ 

皿倉小２年生のみなさん、また尾倉中に来てね！ 

尾倉中、皿倉小「あいさつ」が素晴らしい！ 


